
平成２９年度 長期モニタリング計画 モニタリング項目 
（評価者：海域ワーキンググループ） 

モニタリング項目 No. 3 アザラシの生息状況の調査 

モニタリング実施主体 北海道 

対応する評価項目 Ⅰ．特異な生態系の生産性が維持されていること。 
Ⅲ．遺産登録時の生物多様性が維持されていること。 
Ⅳ．遺産地域内海域における海洋生態系の保全と持続的な水産資源利用 
による安定的な漁業が両立されていること。  

Ⅷ．気候変動の影響もしくは影響の予兆を早期に把握できること。 
モニタリング手法 陸上及び海上からの目視調査。 

評 価 指 標  来遊頭数 

評 価 基 準  アザラシの保護管理に重大な支障を生じさせないこと（絶滅のおそれ
を生じさせない）。 

評 価 ☐評価基準に適合 ☐評価基準に非適合 

☐ 改善  ☐ 現状維持  ☐ 悪化  

 

冬期間広範囲に渡る調査のため、天候や流氷の状況などにより調査結

果が左右され、生息状況の把握が困難であり、定量的な調査方法が確

立していないため評価できない。しかし、アザラシ猟の衰退や人間の

利用の低下により、オホーツク海全体に生息するゴマフアザラシの個

体数は増加傾向にあり、それに伴い北海道へ来遊してくる個体数が増

加傾向であると考えられる。 

 

今 後 の 方 針  

冬季のモニタリングとして船と無人ヘリを併用した調査を検討し、定

量的な調査に結び付けるともに、流氷の有無とアザラシの来遊個体数

(春の混獲数や観光船による pup の確認数）の関係性の情報収集を行

う。   
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＜調査・モニタリングの手法＞ 

 

調査・ 

モニタリング名 

平成 28年度海棲哺乳類生息状況調査業務報告書 

主な内容 知床半島沿岸及びその周辺海域における海棲哺乳類の生息状況に

ついて把握する 

対象地域 知床半島沿岸域及び周辺海域 

調査期間 平成 29年 3月 

調査方法 ・海上からの調査 

（船によるライントランセク

ト） 

・船上から無人ヘリコプターに

よる調査 

・ヘリコプターによる上空からの

調査 

（ヘリセンサス） 

調査範囲 

ほか手法 

知床半島羅臼側の流氷によっ

て船舶の航行が阻害されない

知床半島沿岸域及び周辺海域

とし、原則、流氷の淵を約 10

ノットで航行する。また、上記

調査に使用する船舶から無人

ヘリコプターを発着させ、周辺

の上空から撮影する画像によ

る調査する。 

知床半島斜里側の沿岸域及び周

辺海域。 

調査内容 海上及び上空から海棲哺乳類の種別、上陸・回遊個体の状態及び

出産状況を双眼鏡及び撮影画像等で確認し、個体数や分布域等に

ついて確認する。また、撮影画像や映像から、体長などのできる

だけ詳しい情報を得て、成長段階ごとの個体数や分布状況の把握

を行う。 

 

 

＜調査・モニタリングの結果＞ 

 ○海上からの調査結果 

年月日 

アザラシ類 

備考 
上陸 遊泳 

合

計 
ゴマフア

ザラシ 

クラカケア

ザラシ 

ゴマフア

ザラシ 

クラカケ

アザラシ 

29.3.25 0 0 0 0 0 

港内で調査 

オジロワシ・オオ

ワシ数羽 

29.3.26 
1 

(幼獣) 
0 0 0 0 

港内で調査 

オジロワシ・オオ

ワシ数羽、カモメ

多数 
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○無人ヘリコプターによる上空からの調査結果 

船から流氷に向けて、3回飛行させたが、アザラシを発見することはできなかった。し

かし、ワシ類は撮影することができたので、海棲哺乳類とワシ類の総合的な調査を行う場

合、効果的な方法であると考えられる。 

 

〇ヘリコプターによる上空からの調査結果 

調査は 2017年 3月 4日及び 5日に行った。2017年 3月 5日は、前日の流氷状況から調

査予定航路に流氷はほとんど存在しないと予想されたので、アザラシ類は結氷した湖の氷

上にいると想定し、能取湖、サロマ湖方面へ調査ルートを変更した結果、能取湖内で結氷

した氷に上陸したゴマフアザラシの亜成獣個体を 2頭、遊泳個体を 3頭発見した。 

 

【過去の調査】 

 〈陸上調査〉 

    H18 H20 

斜里町側 

ゴマフアザラシ 66 6 

トド 1 - 

カマイルカ 1 - 

羅臼町側 

ゴマフアザラシ 3 37 

トド 6 24 

カマイルカ 1 - 

 

〈海上調査〉 

    H18 H20 H22 H24 

羅臼町側 

アザラシ類 1 28 23 25 

イシイルカ - 3 - - 

ネズミイルカ - 1 - - 

ミンククジラ - 6 - 1 

ツチクジラ - - 10 - 

 

〈航空機調査〉 

    H22 H24 

斜里町側 

ゴマフアザラシ 0 5 

クラカケアザラシ 0 10 

不明 0 9 
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◯羅臼町峰浜地区における４月～６月の刺網の混獲状況（2007年～2017年） 

 

 

（海域ワーキンググループ小林委員提供） 


